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令和２年度 自己評価計画書                

 石川県立宝達高等学校 

重点目標 具体的取組 主担当 現  状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備考 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年間を見通し

た学力向上の取

組とキャリア教

育の充実によっ

て、生徒の進路

実現１００％を

目指す。 

 

 

① 授業に臨むときの基本的

な姿勢や規律ある学習態

度の定着を図る。 

教務課 

各教科 

各学年 

 

 

「学びの 4 か条」を全教室に

掲示するなど、学習規律の指

導に努めているが、気が緩む

と集中力を欠き私語を始める

生徒が見られる。 

【成果指標】 

学習規律を守って

いる生徒の割合が

100％になる。 

学習規律（学びの４か条）を守

っている生徒の割合が 

Ａ：100％ 

Ｂ：95％ 以上 

Ｃ：90％ 以上 

Ｄ：90％ 未満 

 

Ｃ，Ｄの場合、

指導法の改

善に努める。 

7 月・12 月

に調査 

（生徒アン

ケート） 

② 授業での学習内容が次の

授業につながるような取

り組みやすい学習課題を

与えてこまめにチェック

し、個に応じた助言・支援

とともに褒める機会を増

やす。 

教務課 

各教科 

各学年 

ほとんどの生徒が授業以外で

の学習に取り組んでいるが、

60 分未満の生徒が半数以上

おり、自ら学び理解を深めよ

うとする意欲を高める必要が

ある。 

 

【成果指標】 

授業以外の学習時

間を 60分以上確

保している。 

授業外学習時間が 60 分以上の

生徒の割合が 

Ａ：70％ 以上 

Ｂ：60％ 以上 

Ｃ：50％ 以上 

Ｄ：50％ 未満 

Ｃ，Ｄの場合、

取組について

検討する。 

7 月・12 月

に調査 

（生徒アン

ケート） 

③ ICT の効果的な利活用や

協働学習、双方向型授業、

思考を促す発問等の授業

改善に取り組み、思考力・

判断力・表現力を育成す

る。 

教務課 

各教科 

各学年 

ICT の稼働率が上がり、一定

の学習効果が見られるが、生

徒の考えをより広げ、深める

ための協働学習のあり方を追

究する必要がある。 

 

【努力指標】 

教員の授業設計力

と授業力の向上を

図る。 

 

 

生徒同士の意見交換や発表等、

生徒が相互に高め合う機会を

授業で設けていると評価する

教員の割合が 

Ａ：90％ 以上 

Ｂ：80％ 以上 

Ｃ：70％ 以上 

Ｄ：70％ 未満 

Ｃ，Ｄの場合、

取組について

検討する。 

7 月・12 月

に調査 

（教員アン

ケート） 

④ 各種研修や互見授業、授

業参観等を通して、学習

指導方法の改善に努め

る。 

教務課 

各教科 

 

学力の差が広がり、個に応じ

た細やかな授業の進め方や教

材の工夫に努めている。小・

中学校の授業を参観し、より

わかりやすい授業を日々模索

している。 

【満足度指標】 

生徒が授業におけ

る指示や説明がわ

かりやすいと感じ

る。 

授業がわかりやすいと感じる

生徒の割合が 

Ａ：90％ 以上 

Ｂ：85％ 以上 

Ｃ：80％ 以上 

Ｄ：80％ 未満 

Ｃ，Ｄの場合、

取組について

検討する。 

7 月・12 月

に調査 

（生徒アン

ケート） 

⑤ 段階的に上級学校や関係

機関・地元企業との連携

を通して、生徒の進路意

識を高めて早期に進路目

標を設定することができ

るよう支援する。 

進路指導課 

各学年 

各種進路行事の事前指導及び

事後の振り返りを丁寧に行

い、進路意識の高揚を図って

いる。また、最新の進路情報

の提供に努めている。 

【満足度指標】 

各学年のキャリア

学習が、上級学校

理解・職業理解な

どを通じて生徒の

進路選択に役立っ

ている。 

各学年のキャリア学習が進路

選択に役立っているとする生

徒の割合が 

Ａ：95％ 以上 

Ｂ：85％ 以上 

Ｃ：75％ 以上 

Ｄ：75％ 未満 

 

Ｃ，Ｄの場合、

取組について

検討する。 

7 月・12 月

に調査 

（生徒アン

ケート） 
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 石川県立宝達高等学校 

重点目標 具体的取組 主担当 現  状 評価の観点 達成度判断基準 判定基準 備考 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年間を見通し

た学力向上の取

組とキャリア教

育の充実によっ

て、生徒の進路

実現１００％を

目指す。 

 

⑥ 進路ガイダンスとカウン

セリングを充実させる。

生徒一人一人の状況を把

握し、目標の見直しを支

援する。また、生徒の希

望・適性・能力に合致した

進路指導に努める。 

 

進路指導課 

各学年 

生徒の希望や活動成果に基づ

いて進路指導を行い、特に進

路が決められない生徒に対

し、段階的な指導を実施して

いる。 

 

【成果指標】 

生徒の進路実現率

が 100％になる。 

生徒の進路実現率が 

Ａ：100％ 

Ｂ：95％ 以上 

Ｃ：90％ 以上 

Ｄ：90％ 未満 

Ｃ･Ｄの場合、

指導計画・指

導法の改善

に努める。 

12 月・年度

末に集計 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

自主自律の精神

を持った社会人

としての資質・

能力を身に付け

る。 

 

① 学校内外の日常生活の場

面で、ＴＰＯをわきまえ

た判断と言動ができるよ

うに指導を行い、社会の

一員としての自覚を促

す。 

生徒課 

(生徒指導) 

(生徒会) 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体的には、身なり・挨拶と

もに一定の評価を得ている

が、挨拶が苦手な生徒が見ら

れる。挨拶運動を生徒会活動

の一環として位置づけ、生徒

が主体となって取り組むこと

により、学校全体のマナー向

上の気運を高めることが重要

である。 

【満足度指標】 

規範意識を持っ

て、自発的に行動

することができた

と考えている。 

生徒同士や職員、外部の来客や

地域の方々に対し、自分から進

んで挨拶ができ、服装・頭髪の

身だしなみがきちんとしてい

ると答えた生徒の割合が 

Ａ：90％ 以上 

Ｂ：85％ 以上 

Ｃ：80％ 以上 

Ｄ：75％ 未満 

 

Ｃ，Ｄの場合 

取組について

検討する。 

7 月・12 月

に調査 

（生徒アン

ケート） 

② 基本的生活習慣確立のた

めに年間 5 回「生活実態

調査」を実施し、生徒一人

ひとりの生活状況やいじ

め等の悩みを把握し指導

に活かす。 

生徒課 

(厚生) 

 

 

生活実態調査の結果を職員会

議や学校保健委員会等で共有

し、全教職員があらゆる機会

をとらえて生活改善指導を行

っている。家庭でのスマホ使

用については、ＰＴＡの取組

として継続・強化したい。 

【努力指標】 

生活実態調査の結

果を生活指導に活

かし、生徒の生活

改善につなげる。 

生活実態調査の結果が個々の

指導に活かされていると答え

た教員の割合が 

Ａ：100％   

Ｂ：95％ 以上 

Ｃ：90％ 以上 

Ｄ：90％ 未満 

 

Ｃ，Ｄの場合 

取組について

検討する。 

7 月・12 月

に調査 

（教員アン

ケート） 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宝達高生として

の誇りや自己有

用感を高めなが

ら、人間性や社

会性を磨く。 

 

 

① 

 

日々の清掃活動を通し

て、奉仕の心やものを大

切にする心を養う。また、

美化コンクールを通じ

て、他と協力し合いなが

ら働くことの意義を確認

し、活動成果を褒めるこ

とにより、自己有用感を

高め、主体性を育む。 

 

生徒課 

(厚生) 

 

 

清掃活動には多くの生徒が真

面目に取り組んでいるが、受

動的な気持ちで取り組む生徒

もいる。分担と実践活動を通

して、集団の一員としての自

覚を深め、責任感を育成する

必要がある。 

【成果指標】 

役割分担をし、協

力して清掃活動に

取り組む事ができ

ている。 

役割分担をし、協力して清掃活

動に取り組んでいる生徒の割

合が 

Ａ：90％ 以上 

Ｂ：85％ 以上 

Ｃ：80％ 以上 

Ｄ：80％ 未満 

 

Ｃ，Ｄの場合 

取組について

検討する。 

7 月・12 月

に調査 

（生徒アン

ケート） 
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３ 

 

宝達高生として

の誇りや自己有

用感を高めなが

ら、人間性や社

会性を磨く。 

 

② 部活動の組織的運営を図

り、自主的・継続的に部活

動に取り組むことができ

るよう指導する。限られ

た時間を有効活用し、競

技力・表現力の質の向上

を目指すことで個々の人

間力を高める。 

生徒課 

(生徒会) 

 

各学年 

年間を通じて部活動に取り組

む生徒が近年減少している。

年度途中の退部や安易な欠席

を繰り返す生徒を減らすた

め、顧問・担任・家庭が密に連

携し、持続的な参加を促す必

要がある。 

 

【成果指標】 

継続的に部活動に

取り組む姿勢を培

う指導ができてい

る。 

部活動に加入し、継続的に取り

組んでいる生徒の割合が 

Ａ：90％  以上 

Ｂ：80％ 以上 

Ｃ：70％ 以上 

Ｄ：70％ 未満 

 

Ｃ，Ｄの場合 

指導のあり方

を検討する。 

7 月・12 月

に調査 

（生徒アン

ケート） 

③ 地域への貢献活動やボラ

ンティア活動に積極的に

取り組むことにより、生

徒の成長を促す。また、地

域活動を通して、自己の

在り方生き方を深く考え

る時間を増やす。 

生徒課 

(生徒会) 

 

各学年 

地域活動の意義を理解し、社

会の一員として貢献しようと

する態度が見られる。地域と

連携し、より多くの生徒が積

極的に参加できる機会を増や

したい。 

【成果指標】 

地域への貢献活動

やボランティア活

動に取り組む姿勢

を培う指導ができ

ている。 

地域への貢献活動やボランテ

ィア活動に取り組んだと答え

た生徒の割合が 

Ａ：80％ 以上 

Ｂ：75％ 以上 

Ｃ：65％ 以上 

Ｄ：65％ 未満 

Ｃ，Ｄの場合 

指導のあり方

を検討する。 

7 月・12 月

に調査 

（生徒アン

ケート） 

４ 

 

地域との交流・

連携を密にし、

地域に信頼され

る開かれた学校

づくりを推進す

る。 

 

① 学校からの配布物やホー

ムページ（HP）等の情報

を通して、生徒・保護者お

よび地域住民に本校の教

育活動を理解してもら

う。 

 

総務課 

各学年 

HP のアクセス数は、昨年度

より大幅に増加した。今後も

受信者の興味を惹きつける内

容になっているかを評価・検

証しながら情報発信を行う。 

【努力目標】 

本校の教育活動の

理解に役立つ最新

の情報を提供す

る。 

学校からの配布物やHP等によ

る情報が、教育活動の理解に役

立つと答えた保護者の割合が 

Ａ：90％ 以上 

Ｂ：85％ 以上 

Ｃ：80％ 以上 

Ｄ：80％ 未満 

 

Ｃ，Ｄの場合 

取組について

検討する。 

7 月・12 月

に調査 

（保護者ア

ンケート） 

５ 教職員は、ワー

クライフバラン

スやタイムマネ

ジメントを意識

しながら、組織

的で効率的な働

き方に努める。 

① 限られた時間を意識した

働き方を行う。若手教員

に対するサポート体制を

維持する傍ら、若手教員

にも責任ある企画や運営

に参加させるなど、業務

の平準化を図る。 

各課主任 

教科主任 

部活動顧問 

若手研修の充実、ＯＪＴの活

用等を通して業務改善に努

め、ゆとりを持って生徒と関

わり指導する時間を確保する

ことが大切である。 

【努力指標】 

見通しを持ち計画

的に業務を行う。 

見通しを持ち計画的・効率的に

業務を遂行することができた

教員の割合が 

Ａ：90％  以上 

Ｂ：80％ 以上 

Ｃ：70％ 以上 

Ｄ：70％ 未満 

 

Ｃ，Ｄの場合

は改善策を検

討する。 

7 月・12 月

に調査 

（教員アン

ケート） 

 


